
農林業職場定着支援事業 (農業雇用改善推進事業 ) 運営事務局

農業経営体の皆様に向けた

人材確保・定着支援事業をご利用ください！

雇用管理研修会の日程や担当講師、
個別相談の情報等は、
オンラインメディアや
リーフレットにて、随時発信します！
下記のURLや、QRコードから
アクセスください。

Vol.３

〒101-0021
東京都千代田区外神田1-16-8
GEEKS AKIHABARA 4F

（担当：前場・佐藤・床次）

TEL：03-5297-0323
FAX：03-5297-0260
E-mail：teichaku2022@gmail.com

本事業の公式サイト
https//www. teichaku2022.com

本事業は一般社団法人全国農協観光協会が厚生労働省より委託を受け
「令和４年度農林業職場定着支援事業（農業雇用改善推進事業）」として実施しております。

令和４年度
農業雇用便り

本事業は農業の雇用管理改善について、以下を実施する事業です。

●雇用管理研修会の開催 ●社会保険労務士等の訪問によるアドバイス
●個別相談会の開催 ●雇用管理のしおり発行
●電話・メール・FAXによる相談対応 ●雇用管理事例集の発行

厚生労働省 令和４年度 農林業職場定着支援事業

農業雇用改善推進事業

農業雇用改善推進事業は、農業法人、法人化を目指す農業経営体及び農業への参入を図る農業経営体 
を除く法人に対して、雇用管理の改善のための支援や啓発等を行い農業への就職及び職場定着を促進し、 
雇用による農業従事者の確保を図ることを目的に、平成21年度から継続して実施しております。 

①事務局に問い合わせ（お申込み）

➁地域アドバイザーとの打ち合わせ

➂研修会実施

※詳細は、下記の本事業公式サイトを
ご参照ください。

又は
右記のQRコード

(申込フォーム)より
お申込みください。

第１部

第２部

農業経営における基本的な雇用管理

農業版人事評価制度導入による
雇用の維持・拡大

※お申込みは開催をお約束するものでは
ございません。ご了承ください。

※研修会の情報は下記の本事業公式サイトを
ご参照ください。
各ページのお申込みフォームより
お申込みいただけます。

労働契約・安全衛生・就業規則・教育訓練・
労働条件・法定帳簿・労働保険・社会保険・
各種助成金等について

人材確保（取組事例含む）・
人事評価制度 等について

ご相談・お申込みから
１週間以内にご連絡いたします。

※お申込み完了に対してのご返信は満席時
以外ございません。ご了承ください。

人

研修会を開催したい方へ 研修会に参加したい方へ

※プログラムの内容は各会場により異なります。
詳細は公式サイト等にてご確認ください。



任期満了で役員を退任した父親に農作業を業務委託しても問題ないでしょうか？

農家からのご相談Q&A

雇用管理研修会へお気軽にご参加ください

令和４年度農業雇用改善推進事業では、７月より雇用管理研修会をスタートしました（今年度は全国
で60回を開催予定）。農業法人数の増加、農地集約化が進み、雇用による働き手の確保が農業経営にお
ける最大の課題といっても過言ではありません。一方、コロナ禍で進んだ都市部から地方への「田園回
帰」の機運は高まっています。農業法人等が雇用の間口を広げ、充実した就業環境を提供することがこ
の田園回帰の流れを後押しし、農業法人等にとっても働き手の確保につながると考えます。雇用管理研
修会では、基本的な労務管理から、農業特有の留意点、農業法人等の雇用管理改善事例を踏まえた講座
を第１部とし、地域の農業に精通された社会保険労務士が講師を担当します。第2部はサステナブル経営
に向けた、人材確保・職場定着・事業承継等を目的に実施します。

第１部

農業経営における基本的な雇用管理

労働契約・安全衛生・就業規則・教育訓練・
労働条件・法定帳簿・労働保険・社会保険・
各種助成金 等について

第２部

農業版人事評価制度導入による雇用の維持・拡大

人材確保（取組事例含む）・人事評価制度 等について

文責：社会保険労務士 日野直子 先生

本号の担当講師 ご紹介

■プロフィール

社会保険労務士（2015年登録）

はまなす社会保険労務士事務所代表

SRアップ21会員

NPO法人オルタナティブ・アグリサポート・プロジェクト理事

北海道稚内市で生まれ育ち、稚内高校卒業後、郵便局勤務等を経て2015年稚内市に
社労士事務所を開設。
両親共に宗谷の酪農家出身で「ばあちゃん家で搾った一升瓶の牛乳」を飲んで育つ。
TMRセンター等酪農関係の顧問先も持ち農業の労働・就業環境整備に力を注いでいる。

社会保険労務士 日野直子 先生

▶「業務委託」のポイント

業務委託とは「この仕事をあなたに委託します。委託の契約金はいくらです。あなたのやり方で、あなた

のスキルでこの仕事を遂行してください」というもの。契約であらかじめ報酬が決まっておりデッドライン

がある場合を除き、委託された作業、例えば成果物作成にかける時間やそのプロセスは受けた本人に任され

ています。個人事業主、フリーランスとの契約になりますから、委託するほうに社会保険や労働保険の保険

料負担はありません。

▶「雇用契約」との違い

アルバイトやパートなどの雇用契約は「この仕事をやってもらうために、あなたをうちで雇います。何時

から何時までこの仕事をしてください。作業中はうちの指示どおり動き、職場のルールに従ってください。

賃金はいくらいくらです」というものです。直接雇われているため労働時間も管理され、現場の責任者や上

司の指示により業務を行います。賃金は１日８時間、１か月など、働いた時間、日数などにより支払われま

す。労働時間によっては社会保険や雇用保険が適用されますし、労災保険の保険料を雇い主が負担します。

▶農業での「業務委託」の特徴

農業での業務委託で考えられるものとしては、種まきや収穫、草刈り、農薬散布などでしょうか。農作業

以外にも、例えば経理や総務などのバックヤード作業、ホームページ管理、営業、販売等も餅は餅屋で委託

している農家さんもおられると思います。この中で草刈りを例に取ると、草刈りに費やした時間により時給

いくら、日給いくらで賃金を支払うのが雇用契約で、草刈りという業務に報酬が支払われるのが業務委託契

約です。業務委託の場合、草刈りを超高速でこなしても、のんびりやっても、かかった時間によって報酬は

変わりません。

▶農業での「業務委託」の注意点➀：指揮命令の問題

農作業を業務委託するときに気をつけなければいけないポイントとしてまず考えられるのは、「指揮命令

の問題」です。業務委託は作業そのものを任せるのが前提ですから、委託する側が作業を逐一命令したり、労

働時間や休憩時間を管理したりすると直接雇用の余地を残し、（家族間ではあまり問題にならないかもしれま

せんが）「偽装請負」の疑いをかけられてしまう可能性があります。

▶農業での「業務委託」の注意点➁：労災トラブルのリスク

もう一つは「労災トラブルのリスク」です。具体的には、作業をしていた本人は雇用契約だと思っていた

のに、実際には業務委託契約で、いざ現場で怪我を負ったり、通勤中に事故に遭っても労働災害の請求ができ

ない、というパターン。実際にあった例ですが、口頭による業務委託契約で畑に入っていた人が重機での作業

中に怪我をしました。農家側は業務委託中の負傷であるため労災には該当しないと説明しましたが、怪我をし

た当人は納得せず、労災請求をめぐって険悪な関係になりました。契約の形について互いの認識がズレていた

ために起こったトラブルです。

▶注意点を防ぐには：業務委託契約書の作成

このようなズレを防ぐためには、業務委託をする場合は、口約束などではなく委託契約書を作っておくこ

とが大切です。「業務委託契約書」と称して、作業場所や作業の具体的な内容、報酬等をはっきりと記し、押

印またはサインの際に互いに合意しておきます。また、業務委託か直接雇用かは実態で判断されるため、客観

的な証拠として、委託内容を羅列した請求書、注文請書、納品書等もできるだけ揃えておけば揉め事の芽をつ

むことができます。業務委託は作業に慣れているスペシャリストに仕事をアウトソースできる点や、社会保険

や労働保険の保険料負担がないなど、委託をする側にメリットもあります。しかし業務委託の形をきちんと

整え、実際にそのとおり運用しないとトラブルもあり得ることを頭に入れておきたいものです。

今号より「農家からのご相談Q&A」として、最近の農家が抱える雇用に関する課題やニーズをQ&A方式で、社会保険労務士の講師がご紹介します。
今回のテーマは、「農作業の業務委託」についてです。

役員退任後の家族を業務委託先としてはいけない、という法律はないので問題ありません。しかし家族であろうと、全くの他人であろうと、業務委託の形で農作業をしてもらう場合には

注意が必要です。直接雇用される正社員やアルバイト、パートなどと業務委託の違いをしっかり理解しましょう。


